
(57)【要約】

【課題】乗り物の運転操作者が疲労を感じる環境または

状態であることを検知して最適な酸素富化空気を得るこ

とができる使用性の高い酸素富化機を提供することを目

的とする。

【解決手段】酸素富化空気を発生させる酸素富化手段を

備えた酸素富化機本体１を乗り物に配置し、この酸素富

化機本体１を、乗り物の運転操作者が疲労を感じる環境

または状態であることを検知する疲労検知手段１０の情

報にて動作させ、酸素富化空気の発生状態を変更するよ

うにした。これにより、乗り物の運転操作者が疲労を感

じる環境または状態であることを検知し、すなわち、ス

トレス状態や眠気などの程度を検知し、これらの不快症

状に応じて最適な酸素富化空気を得ることができ、スト

レスや眠気などの不快症状を軽減し、快適な乗り物空間

を得る使用性の高い酸素富化機が提供できる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
酸 素 富 化 空 気 を 発 生 さ せ る 酸 素 富 化 手 段 を 備 え た 酸 素 富 化 機 本 体 を 乗 り 物 に 配 置 し 、 こ の
酸 素 富 化 機 本 体 を 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と を 検 知
す る 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 に て 動 作 さ せ 、 酸 素 富 化 空 気 の 発 生 状 態 を 変 更 す る よ う に し た 酸
素 富 化 機 。
【 請 求 項 ２ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 時 間 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸 素 富
化 機 。
【 請 求 項 ３ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 速 度 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸 素 富
化 機 。
【 請 求 項 ４ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の ハ ン ド ル の 操 作 角 度 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 酸 素 富 化 機 。
【 請 求 項 ５ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 の 体 温 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載
の 酸 素 富 化 機 。
【 請 求 項 ６ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 血 中 酸 素 濃 度 の 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 酸 素 富 化 機 。
【 請 求 項 ７ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 発 汗 量 の 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸
素 富 化 機 。
【 請 求 項 ８ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 眼 球 運 動 の 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
酸 素 富 化 機 。
【 請 求 項 ９ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 脳 波 の 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 酸 素
富 化 機 。
【 請 求 項 １ ０ 】
疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 頭 部 挙 動 の 情 報 を も と に 得 て い る 請 求 項 １ に 記 載 の
酸 素 富 化 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 酸 素 富 化 空 気 を 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 に 提 供 す る 酸 素 富 化 機 に 関 す る も の で あ
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の 酸 素 富 化 機 と し て は 、 住 居 内 あ る い は 車 両 内 で の 使 用 を 目 的 と し て い る
も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ３ は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 従 来 の 酸 素 富 化 機 を 示 す も の で あ る 。 図 に 示 す よ う に
、 酸 素 富 化 機 ２ １ に は 、 酸 素 富 化 空 気 を 発 生 さ せ る 酸 素 富 化 モ ジ ュ ー ル ２ ２ と 、 前 記 酸 素
富 化 モ ジ ュ ー ル ２ ２ に 室 内 も し く は 室 外 空 気 を 供 給 す る 経 路 ２ ３ と 、 前 記 経 路 ２ ３ に 設 け
ら れ た 空 気 送 り 込 み 手 段 （ コ ン プ レ ッ サ ） ２ ４ と 、 前 記 酸 素 富 化 モ ジ ュ ー ル ２ ２ で 得 た 酸
素 富 化 空 気 を 室 内 に 供 給 す る 経 路 ２ ５ と 、 前 記 酸 素 富 化 モ ジ ュ ー ル ２ ２ で 得 た 窒 素 富 化 空
気 を 室 外 に 放 出 す る 経 路 ２ ６ 、 車 両 内 ２ ７ の 酸 素 濃 度 を 検 出 す る 酸 素 セ ン サ ２ ８ と を 具 備
し て い る 。 コ ン プ レ ッ サ ２ ４ は 、 酸 素 セ ン サ ２ ８ で 検 出 し た 酸 素 濃 度 を 設 定 値 と 比 較 す る

10

20

30

40

50

(2) JP 2006-17394 A 2006.1.19



こ と に よ り オ ン ・ オ フ 制 御 さ れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ９ － ２ １ ２ ６ ３ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 従 来 の 酸 素 富 化 機 は 、 酸 素 濃 度 を 所 定 の 値 に 安 定 さ せ る た め に 、 コ
ン プ レ ッ サ ２ ４ の オ ン ・ オ フ 制 御 を し て い る の み で あ り 、 車 両 内 で の 使 用 に お い て は 、 運
転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と に 対 応 で き る も の で は な く 、 使 い 勝 手
の 良 い 酸 素 富 化 機 と は 言 い 難 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る
環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と を 検 知 し て 最 適 な 酸 素 富 化 空 気 を 得 る こ と が で き る 使 用 性 の 高
い 酸 素 富 化 機 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 酸 素 富 化 機 は 、 酸 素 富 化 空 気 を 発 生 さ せ る
酸 素 富 化 手 段 を 備 え た 酸 素 富 化 機 本 体 を 乗 り 物 に 配 置 し 、 こ の 酸 素 富 化 機 本 体 を 、 乗 り 物
の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と を 検 知 す る 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 に
て 動 作 さ せ 、 酸 素 富 化 空 気 の 発 生 状 態 を 変 更 す る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と を 検 知 し 、
す な わ ち 、 ス ト レ ス 状 態 や 眠 気 な ど の 程 度 を 検 知 し 、 こ れ ら の 不 快 症 状 に 応 じ て 最 適 な 酸
素 富 化 空 気 を 得 る こ と が で き 、 ス ト レ ス や 眠 気 な ど の 不 快 症 状 を 軽 減 し 、 快 適 な 乗 り 物 空
間 を 得 る 使 用 性 の 高 い 酸 素 富 化 機 が 提 供 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 酸 素 富 化 機 は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 の 不 快 症 状 に 応 じ て 最 適 な 酸 素 富 化 空 気 を
得 る こ と が で き 、 使 用 性 の 高 い 酸 素 富 化 機 が 提 供 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 酸 素 富 化 空 気 を 発 生 さ せ る 酸 素 富 化 手 段 を 備 え た 酸 素 富 化 機 本 体 を 乗 り
物 に 配 置 し 、 こ の 酸 素 富 化 機 本 体 を 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態
で あ る こ と を 検 知 す る 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 に て 動 作 さ せ 、 酸 素 富 化 空 気 の 発 生 状 態 を 変 更
す る よ う に し た 酸 素 富 化 機 と す る こ と に よ り 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま
た は 状 態 で あ る こ と を 検 知 し 、 す な わ ち 、 ス ト レ ス 状 態 や 眠 気 な ど の 程 度 を 検 知 し 、 こ れ
ら の 不 快 症 状 に 応 じ て 最 適 な 酸 素 富 化 空 気 を 得 る こ と が で き 、 ス ト レ ス や 眠 気 な ど の 不 快
症 状 を 軽 減 し 、 快 適 な 乗 り 物 空 間 を 得 る 使 用 性 の 高 い 酸 素 富 化 機 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 時 間
情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 長 時 間 の 運 転 操 作 に よ る 疲 労 を 察 知 し て 酸 素 富 化 空 気
の 提 供 を 行 う の で 、 運 転 操 作 中 の 疲 労 が 軽 減 さ れ る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 速 度
情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 運 転 速 度 が 低 下 す る 渋 滞 時 な ど の 運 転 操 作 者 の ス ト レ
ス を 察 知 し て 酸 素 富 化 空 気 を 提 供 す る の で 、 渋 滞 時 な ど の ス ト レ ス に よ る 疲 労 が 軽 減 で き
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の ハ ン ド ル
の 操 作 角 度 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 ハ ン ド ル 操 作 の 少 な い 単 調 な 走 行 中 に 酸 素
富 化 空 気 を 供 給 す る の で 、 単 調 な 運 転 動 作 で の 疲 労 軽 減 に 効 果 的 を 発 揮 す る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作
者 の 体 温 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 運 転 操 作 者 の 眠 気 が 誘 発 さ れ る の を 検 知 し て
酸 素 富 化 空 気 を 供 給 す る の で 、 運 転 操 作 者 の 眠 気 誘 発 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 第 ６ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 血 中
酸 素 濃 度 の 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 酸 素 不 足 で 疲 労 が 誘 発 さ れ る 前 に 酸 素 富 化
空 気 を 供 給 す る の で 、 運 転 操 作 者 は 疲 労 回 復 す る と と も に 再 び 集 中 力 を 取 り 戻 し 、 安 全 な
運 転 操 作 が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 ７ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 発 汗
量 の 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 運 転 操 作 に よ る 緊 張 状 態 を 察 知 し て 酸 素 富 化 空 気
を 供 給 す る の で 、 運 転 操 作 者 の 緊 張 を 解 き ほ ぐ し て リ ラ ッ ク ス し た 状 態 に す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ８ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 眼 球
運 動 の 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 単 調 運 転 操 作 に よ る 疲 労 、 眠 気 を 察 知 し て 酸 素
富 化 空 気 を 供 給 す る の で 、 運 転 操 作 者 の 疲 労 お よ び 眠 気 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ９ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 脳 波
の 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 脳 波 情 報 か ら 運 転 操 作 者 の 身 体 お よ び 精 神 状 態 を 察
知 し て 酸 素 富 化 空 気 を 供 給 が 行 わ れ る の で 、 運 転 操 作 者 は 安 定 し た 状 態 で 運 転 操 作 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ ０ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 に お い て 、 疲 労 検 知 手 段 の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 頭
部 挙 動 の 情 報 を も と に 得 て い る こ と に よ り 、 運 転 操 作 者 の 頭 部 挙 動 か ら 疲 労 を 察 知 し て 酸
素 富 化 空 気 を 供 給 す る こ と が で き る の で 、 運 転 操 作 者 の 疲 労 を 軽 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ）
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 酸 素 富 化 機 つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に お い て 、 酸 素 富 化 機 本 体 １ に は 、 そ の 内 部 に 酸 素 富 化 空 気 を 発 生 さ せ る 酸 素 富 化
手 段 が 装 備 さ れ て い る も の で あ り 、 周 囲 の 空 気 を 取 り 入 れ る 吸 入 部 ２ と 、 酸 素 富 化 機 本 体
１ 内 部 で 酸 素 濃 度 が 高 め ら れ た 酸 素 富 化 空 気 が 吐 出 さ れ る 吐 出 部 ３ と が 設 け ら れ て い る 。
吐 出 部 ３ に は 、 運 転 操 作 者 で あ る 運 転 操 作 者 の 近 傍 ま で 酸 素 富 化 空 気 を 導 く チ ュ ー ブ ５ が
接 続 さ れ る 。 チ ュ ー ブ ５ の も う 一 端 に は 、 運 転 操 作 者 が 酸 素 富 化 空 気 を 吸 引 す る と き に 頭
部 近 傍 に 装 着 す る ヘ ッ ド セ ッ ト ６ が 接 続 さ れ 、 ヘ ッ ド セ ッ ト ６ の 一 部 に は 酸 素 富 化 空 気 を
運 転 操 作 者 に 吐 出 す る 吐 出 口 ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ に お い て 、 酸 素 富 化 機 本 体 １ は 、 運 転 ス イ ッ チ ８ （ 乗 り 物 の 運 転 ス イ ッ チ と 兼 用 も
可 能 ） と 、 制 御 手 段 ９ と 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た は 状 態 で あ る こ と
を 検 知 す る 疲 労 検 知 手 段 １ ０ と 、 電 源 部 １ １ と 、 空 気 搬 送 手 段 １ ２ を 備 え 、 疲 労 検 知 手 段
１ ０ の 情 報 を も と に 、 制 御 手 段 ９ は 電 源 部 １ １ の 電 力 を 空 気 搬 送 手 段 １ ２ に 送 り 、 酸 素 富
化 機 本 体 １ を 動 作 さ せ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 図 示 し て い な い が 、 酸 素 富 化 機 本 体 １ は 、 例 え ば 、 乗 り 物 内 の 座 席 シ ー ト 横 に
据 え 付 け ら れ 、 電 源 部 １ １ と し て 、 例 え ば 、 シ ガ ー ラ イ タ ー の 直 流 電 圧 ジ ャ ッ ク と 連 結 さ
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れ て い る 。 ま た 、 酸 素 富 化 機 本 体 １ 内 部 に は 、 空 気 搬 送 手 段 １ ２ と し て の 空 気 ポ ン プ 、 酸
素 富 化 手 段 と し て 酸 素 と 窒 素 を 分 離 す る 酸 素 富 化 膜 な ど が 内 蔵 さ れ て お り 、 空 気 搬 送 手 段
１ ２ が 動 作 す れ ば 、 酸 素 濃 度 が 高 め ら れ た 空 気 （ 酸 素 富 化 空 気 ） が 吐 出 部 ３ か ら 吐 出 さ れ
、 チ ュ ー ブ ５ を 通 っ て 吐 出 口 ７ か ら 運 転 操 作 者 の 口 元 近 傍 へ 吐 出 さ れ る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 乗 り 物 と し て は 、 自 動 車 は も ち ろ ん の こ と 、 電 車 、 航 空 機 、 船 舶 な ど い ず れ で
あ っ て も よ く 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 を も と に 、 そ の 運 転 操 作 者 で あ る 運 転 操 作 者 に 酸
素 富 化 空 気 を 供 給 す る よ う に し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 酸 素 富 化 空 気 が 得 ら れ る 原 理 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 酸 素 富 化 手 段 と し て の 酸 素 富 化 膜 は 有 機 高 分 子 の 平 膜 よ り 構 成 さ れ 、 膜 を 通 過 す る 分 子
の 速 度 の 差 を 利 用 す る も の で 、 空 気 中 の 窒 素 に 比 べ 酸 素 を よ く 通 す た め 、 比 較 的 酸 素 濃 度
が 高 い 酸 素 富 化 空 気 が 得 ら れ る 。 通 常 の 空 気 に お い て 酸 素 濃 度 は 約 ２ １ ％ （ 窒 素 約 ７ ９ ％
） で あ る 。 生 成 さ れ る 酸 素 富 化 空 気 の 酸 素 濃 度 や 風 量 は 、 酸 素 富 化 膜 の 形 態 、 大 き さ な ど
に よ っ て 変 わ る が 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 酸 素 富 化 膜 を 通 過 後 の 酸 素 富 化 空 気 の 酸 素 濃 度 が
約 ３ ０ ％ （ 窒 素 約 ７ ０ ％ ） と な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 酸 素 富 化 機 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 の 形 態 に お け る 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 こ こ で は 、 乗 り 物 の 運 転 時 間 情 報 を
も と に 得 て い る 。 一 例 と し て 、 タ イ マ ー で 運 転 操 作 者 が エ ン ジ ン を 起 動 さ せ て か ら 運 転 を
継 続 し て い る 時 間 の 計 測 を 行 う も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 運 転 操 作 者 は 乗 り 物 に 乗 り 込 む と 、 ま ず ヘ ッ ド セ ッ ト ６ を 頭 部 に 装 着 し 、 運 転 ス イ ッ チ
８ を 押 す 。 す る と 、 制 御 部 ９ は 疲 労 検 知 手 段 １ ０ で 運 転 開 始 か ら の 時 間 を 計 測 し 始 め る 。
運 転 操 作 者 が 運 転 を 継 続 し て 疲 労 検 知 手 段 １ ０ で あ る タ イ マ ー か ら の 情 報 が あ る 所 定 の 値
以 上 に な り 、 そ の 状 態 が 所 定 時 間 以 上 続 け ば 制 御 部 ９ は 空 気 搬 送 手 段 １ ２ を 運 転 さ せ る 。
一 般 的 に 、 自 動 車 の 場 合 、 運 転 操 作 者 は ２ 時 間 運 転 を 継 続 す る と 休 息 を と る 方 が 良 い と さ
れ て い る こ と か ら 、 例 え ば 、 タ イ マ ー の 情 報 と し て の 所 定 値 が ２ 時 間 と す る 。 そ の 所 定 値
よ り も さ ら に １ ０ 分 間 以 上 経 過 す る と 、 制 御 部 ９ に よ っ て 空 気 搬 送 手 段 １ ２ で あ る 空 気 ポ
ン プ が 運 転 を 開 始 し 、 酸 素 富 化 空 気 が 運 転 操 作 者 の 口 元 に あ る 吐 出 口 ７ か ら 吐 出 さ れ 始 め
、 運 転 操 作 者 は 高 濃 度 の 酸 素 を 呼 吸 で き る こ と に な り 、 運 転 操 作 者 の 体 の 代 謝 が 増 え る な
ど し て 、 頭 が 冴 え は じ め 、 運 転 操 作 者 の 疲 労 は 軽 減 さ れ て 、 さ ら に 運 転 を 継 続 し て も 苦 に
な ら な く な る 。 一 定 時 間 の 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 が 行 わ れ た 後 、 制 御 部 ９ は 、 一 旦 、 空 気 搬
送 手 段 １ ２ の 作 動 を 停 止 し 、 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 を 停 止 す る 。 そ の 後 、 さ ら に 運 転 を ２ 時
間 継 続 す る と 、 再 び 制 御 部 ９ が 空 気 搬 送 手 段 １ ２ を 運 転 さ せ て 運 転 操 作 者 に 高 濃 度 の 酸 素
を 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う に 、 長 時 間 の 運 転 操 作 に よ る 疲 労 を 察 知 し て 、 す な わ ち 、 運 転 継 続 時 間 の 情 報
に 基 づ い て 高 濃 度 の 酸 素 を 乗 り 物 内 に 発 生 さ せ る こ と に よ っ て 、 長 時 間 の 運 転 操 作 に も か
か わ ら ず 運 転 操 作 中 の 疲 労 が 軽 減 さ れ 、 運 転 操 作 者 は 疲 労 し に く く 、 リ ラ ッ ク ス し て 運 転
が 継 続 で き る 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ に つ き 、 他 の い く つ か の 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 速 度 情 報 を も と に 得 て も 良 い も の で あ る 。 す
な わ ち 、 乗 り 物 が 走 行 す る 時 の 速 度 を 計 測 す る 速 度 計 を ダ ッ シ ュ ボ ー ド に 設 置 し 、 速 度 計
の 値 が 一 定 速 度 以 下 で か つ 前 述 し た タ イ マ ー の 情 報 で 一 定 時 間 以 上 経 過 し た こ と を 検 出 す
る こ と に よ っ て 、 渋 滞 な ど の 交 通 状 況 を 察 知 で き る 。 渋 滞 が １ 時 間 以 上 経 過 し て く る と 、
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運 転 操 作 者 の 脳 の 覚 醒 水 準 は 低 下 し 、 疲 れ お よ び 眠 気 を 催 し て く る 。 こ の よ う な 運 転 操 作
者 の 状 態 を 回 避 す る た め に 、 例 え ば 、 速 度 計 の 値 が ２ ０ ｋ ｍ 以 下 で ３ ０ 分 継 続 す れ ば 制 御
部 ９ は 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 を 行 い 、 前 述 し た よ う な 酸 素 に よ る 同 様 の 効 果 が 得 ら れ 、 渋 滞
時 な ど の ス ト レ ス に よ る 疲 労 が 軽 減 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 乗 り 物 の ハ ン ド ル の 操 作 角 度 情 報 を も と に 得 て も 良 い も の
で あ る 。 す な わ ち 、 乗 り 物 の ハ ン ド ル の 操 作 角 度 を 検 知 す る セ ン サ 、 例 え ば 、 歪 セ ン サ を
用 い る 。 自 動 車 の 場 合 、 あ る 一 定 時 間 以 上 、 ハ ン ド ル の 回 転 動 作 が 途 絶 え る と い う こ と は
、 単 調 な 高 速 道 路 で の 運 転 で あ り 、 運 転 操 作 者 に と っ て 刺 激 の 無 い 状 態 か ら 眠 気 が 誘 発 さ
れ や す い 状 態 を 示 し て い る 。 ま た 、 運 転 操 作 者 の 体 の 動 き も な い た め に 血 行 が 滞 っ て 肩 や
腰 も 疲 労 し て く る 。 よ っ て 、 こ の よ う な 一 定 時 間 以 上 、 ハ ン ド ル の 回 転 が な い 場 合 を 歪 セ
ン サ で 検 知 す る こ と で 、 運 転 操 作 者 の 眠 気 や 疲 れ が 生 じ る 前 に 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 を 行 い
、 眠 気 を 解 消 す る と と も に 血 行 が 促 進 さ れ 、 単 調 な 運 転 動 作 で の 疲 労 軽 減 に 効 果 的 を 発 揮
す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 の 体 温 情 報 を も と に 得 て も 良 い
も の で あ る 。 す な わ ち 、 ハ ン ド ル に 装 着 し た 温 度 検 知 セ ン サ や 運 転 操 作 者 の 前 方 に 装 備 さ
れ た 放 射 温 度 計 を 用 い る 。 こ れ ら に よ っ て 、 運 転 操 作 者 の 手 の 平 や 上 半 身 の 体 温 が 検 知 さ
れ る 。 そ の 検 知 し た 体 温 の 上 昇 速 度 や 体 温 自 体 が 一 定 値 以 上 で あ る こ と を 検 知 し た 場 合 は
、 運 転 操 作 者 が 眠 気 を 誘 発 さ れ て い る 可 能 性 が あ る の で 、 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 を 最 大 量 に
す る こ と に よ っ て 運 転 操 作 者 の 眠 気 誘 発 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 酸 素 富 化 空 気 の
供 給 量 を 変 動 さ せ る こ と に よ っ て 眠 気 が 誘 発 さ れ に く く な る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 血 中 酸 素 濃 度 の 情 報 を も と に 得 て も 良
い も の で あ る 。 す な わ ち 、 ハ ン ド ル に 赤 外 線 セ ン サ を 装 備 し 、 ハ ン ド ル を 握 る 指 の 動 脈 血
の 酸 素 飽 和 度 を 検 知 す る 。 こ の よ う に 、 運 転 操 作 者 の 血 中 酸 素 濃 度 に よ っ て 、 運 転 操 作 者
の 酸 素 不 足 を 事 前 に 察 知 で き 、 酸 素 不 足 に よ る 疲 労 が 誘 発 さ れ る 前 に 、 酸 素 富 化 空 気 の 供
給 を 行 う こ と に よ り 、 運 転 操 作 者 は 疲 労 回 復 す る と と も に 再 び 集 中 力 を 取 り 戻 し 、 安 全 な
運 転 操 作 が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 発 汗 量 の 情 報 を も と に 得 て も 良 い も の
で あ る 。 す な わ ち 、 ハ ン ド ル に 金 属 チ ッ プ を 装 着 し て ハ ン ド ル を 握 る 手 の 汗 中 の 電 解 質 を
検 知 す る 。 電 解 質 の 値 か ら 運 転 操 作 者 の 発 汗 量 を 検 知 で き 、 発 汗 量 か ら 運 転 操 作 者 の 緊 張
状 態 を 察 知 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 こ の 値 が 一 定 以 上 に な る と 酸 素 富 化 空 気 の 供 給 を
行 っ て 、 運 転 操 作 者 の 緊 張 状 態 を 緩 和 し つ つ リ ラ ッ ク ス し た 状 態 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 眼 球 運 動 の 情 報 を も と に 得 て も 良 い も
の で あ る 。 す な わ ち 、 赤 外 Ｌ Ｅ Ｄ を 運 転 操 作 者 の 眼 球 の 動 き を 捉 え る 位 置 に 配 置 す る 。 眼
球 の 運 動 を 赤 外 Ｌ Ｅ Ｄ に よ っ て 定 期 的 に 捉 え て 、 眼 球 の 動 き が 一 定 時 間 以 上 停 止 状 態 で あ
る こ と を 検 知 し て 、 運 転 操 作 者 の 単 調 な 運 転 に よ る 疲 れ や 眠 気 が 誘 発 さ れ る 前 に 酸 素 富 化
空 気 を 供 給 し 、 運 転 操 作 者 の 疲 労 お よ び 眠 気 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 脳 波 の 情 報 を も と に 得 て も 良 い も の で
あ る 。 す な わ ち 、 運 転 操 作 者 の 周 辺 、 例 え ば 、 座 席 シ ー ト の 頭 部 に 電 極 を 設 け 、 運 転 操 作
者 の 頭 皮 に 電 極 を 装 着 し て 脳 波 を 検 知 す る よ う に す る 。 脳 波 の 検 知 信 号 が ７ ～ ８ Ｈ ｚ な ら
ば 運 転 操 作 者 が 眠 気 を 誘 発 し て お り 、 １ ５ ～ ２ ３ Ｈ ｚ で は イ ラ イ ラ し た 状 態 で あ り 、 ９ ～
１ １ Ｈ ｚ で 安 定 し た 状 態 で あ る と 言 わ れ て お り 、 こ の よ う な 脳 波 と 運 転 操 作 者 の 状 態 の 関
係 か ら 検 知 信 号 が ９ ～ １ １ Ｈ ｚ の 安 定 し た 状 態 に な る よ う に 酸 素 富 化 空 気 を 供 給 す る こ と
に よ っ て 、 運 転 操 作 者 は 常 に 精 神 的 に 安 定 し た 良 い 状 態 で 運 転 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 ま た 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 は 、 運 転 操 作 者 の 頭 部 挙 動 の 情 報 を も と に 得 て も 良 い も
の で あ る 。 す な わ ち 、 座 席 シ ー ト に 内 装 し た 接 触 セ ン サ や 圧 力 セ ン サ を 用 い て 運 転 操 作 者
の 頭 部 の 動 き を 検 知 す る よ う に す る 。 運 転 操 作 者 の 頭 部 の 動 き が な い 場 合 は 単 調 な 運 転 状
態 が 予 測 さ れ 、 こ れ を 検 知 す る こ と に よ っ て 単 調 な 運 転 に 伴 う 疲 労 お よ び 眠 気 が 誘 発 さ れ
る 前 に 酸 素 富 化 空 気 が 供 給 さ れ て 、 運 転 操 作 者 の 疲 労 を 軽 減 し 、 眠 気 が 解 消 さ れ る 効 果 が
得 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 が 疲 労 を 感 じ る 環 境 ま た
は 状 態 で あ る こ と を 検 知 し 、 す な わ ち 、 ス ト レ ス 状 態 や 眠 気 な ど の 程 度 を 検 知 し 、 こ れ ら
の 不 快 症 状 に 応 じ て 最 適 な 酸 素 富 化 空 気 を 得 る こ と が で き 、 ス ト レ ス や 眠 気 な ど の 不 快 症
状 を 軽 減 し 、 快 適 な 乗 り 物 空 間 を 得 る 使 用 性 の 高 い 酸 素 富 化 機 が 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 疲 労 検 知 手 段 １ ０ の 情 報 の 複 数 例 を 示 し 、 そ の 一 部 で も 触 れ て い る が こ れ ら 情 報
の 適 宜 な 組 合 せ 情 報 に よ り 、 酸 素 富 化 機 本 体 １ を 動 作 さ せ る よ う に し て も 構 わ な い 。 ま た
、 酸 素 富 化 空 気 の 発 生 状 態 の 変 更 は 、 酸 素 富 化 空 気 の オ ン ・ オ フ あ る い は 酸 素 富 化 空 気 の
増 減 、 供 給 間 隔 の 変 化 な ど で あ っ て も 良 い も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 酸 素 富 化 機 は 、 乗 り 物 の 運 転 操 作 者 の 不 快 症 状 に 応 じ て
最 適 な 酸 素 富 化 空 気 を 得 る こ と が で き 、 使 用 性 の 高 い 酸 素 富 化 機 が 提 供 で き る の で 、 自 動
車 は も ち ろ ん の こ と 、 電 車 、 航 空 機 、 船 舶 な ど い ず れ の 用 途 に も 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に お け る 酸 素 富 化 機 の 外 観 斜 視 図
【 図 ２ 】 同 酸 素 富 化 機 に お け る 回 路 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 従 来 の 酸 素 富 化 機 の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 １ 　 酸 素 富 化 機 本 体
　 ９ 　 制 御 部
　 １ ０ 　 疲 労 検 知 手 段
　 １ １ 　 電 源 部
　 １ ２ 　 空 気 搬 送 手 段
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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车辆操作者操作者，并提供一种感至最佳富氧空气高富氧可用性的设备
可以得到，这是环境或条件感到疲劳。 用富氧空气的富氧富氧机本体1
的位置装置，用于产生所述车辆中，富氧装置主体1，环境车辆操作者操
作者感觉到疲劳或并且通过操作用于检测状态的疲劳检测装置10的信息
来改变富氧空气的产生状态。因此，检测到车辆驾驶员操作者环境或状
态感到疲劳，即，检测到的这样的应力条件或嗜睡，按照这些令人不快
的症状最佳富氧空气的程度可以提供一种高度可用的富氧机，其能够减
少诸如压力和困倦之类的令人不快的症状并获得舒适的车辆空间。 .The
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